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共感力 

人類学・霊長類学者の山極壽一氏は、「ゴリラの研究から見え
る人間の本質とは？」の問いかけに次のように答えています。 
「ゴリラは目の前で起こっていることにしか事実はありませ

ん。だから、群れから離れてしまった個体は存在していないこと
と同じになります。つまり、ゴリラには、一緒にいることが仲間

関係を持続するために必要なのです。一方で、人間は一緒にいなくても仲間関係を維持す
ることができます。共同体から離れて散らばったり、時を経て集まったりすることが普通
にできるわけです。そして、いないときも、その仲間のことを考えています。それが人間
の社会力であり、ゴリラとの大きな違いです。人間が何年も会わなくても友達であり続け
られるのは、不在の間を想像する共感力をもっているからです。それが人間の強さである
と思います。」 
今は、世界のリーダーでさえ、自国ファーストを他国に押し付け、自己の利益に終始し

ている風潮が感じられます。こんな時代だからこそ、今、目の前に存在しない人に対して
も想像力を働かせ、共感できる力が人間としての強みであることを確認したいと強く思い
ます。 
学校においても、集団の中でうまく生活できず、苦しんでいる仲間にそっと寄り添い、

声をかけている子どもに出会うことがあります。私よりも素晴らしい共感力を身に付け、

相手の状態を想像できる力に「かなわない」と思わされています。何より憧れるのは、そ
うした子どもが人としてとても心豊かであるように見えることです。年齢は関係ありませ
ん。 
  

朝のあいさつ運動 

朝の活動では、５・６年生の生活委員会のみなさんが玄
関横であいさつ運動に取り組んでいます。９月の生活目標
「あいさつ名人になろう」に向け、みんながあいさつをし
合って、朝から気持ちの良い村松小学校を創ろうと毎日頑
張ってくれました。今後も、時々玄関横で全校に呼び掛け

てくれるということです。気持ちの良いあいさつが飛び交
う村松小になることを願っています。 
 

いちごの苗植え 

９月２９（月）に３年生がいちごの苗植え体
験をしました。琴海のいちご農園から２名の方
にお越しいただき、植え方のコツや今後の水や
りの仕方などをたくさん教わり、楽しい活動が
できました。いちごができるのは、１２月頃だ
ということです。楽しみにしている子どもたち

は、毎日水やりを頑張っています。 
 

子ども・保護者・地域・職員、みんなが自慢できる温かい学校づくり 

１０月の生活目標：はさみ歩き名人になろう 
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小体会出場選手を励ます会・小体会 

１０月１日（木）に小体会出場選手を励ます
会がありました。５年生をリーダーとして応援
団をつくり、全校で小体会に出場する６年生へ
向けエールを送りました。６年生も力強く抱負
を述べ、温かい雰囲気に包まれた会となりまし
た。ターゲットボッチャ・球入れ・プレルボール・
フラッグフットボール・フットホッケーの５種目で
それぞれ練習に取り組み、１０月１５日の小体会本
番では、どの種目も全力で練習の成果を発揮するこ
とができました。 
 

トヨタまるわかり教室 

５年生社会科の自動車の学習の一環で、１０月１０日
（金）に「トヨタまるわかり教室」が実施されました。
９名のトヨタの方が訪問され、子どもたちに環境に配慮

した車の生産など SDGｓに関わる内容で学習を進めてい
ただきました。シュミレーション等をしながら、楽しく
学ぶことができていました。 
 

アスリート派遣事業 

県の事業として、日本トップクラスで活躍をしたアスリ
ート人材・パラアスリート人材等が学校を訪問し、体育授
業を行うものです。１０月６日（月）に元プロバスケット
ボール選手の中川和之さんをお招きし、６年生の子どもた
ちに向けて、スポーツのすばらしさや楽しさ、将来の夢へ
向けての体験談などの講話のあと、運動の多様な楽しみ方
を 6-２の子どもたちにバスケットボールの実技を通じて
指導してくださいました。みんな笑顔で楽しめていまし
た。 
 

２年生まちたんけん 

１０月１６日（木）に２年生が生活科の学習で町たんけんに
出かけました。学校に近いお店や駐在所、郵便局など３クラス
で９か所の店や施設を訪れ、使う人のために工夫していること
やいいところなどを見つけました。グループで協力して、学び
の多い楽しい学習となりました。 
 

 

※画像は個人が特定されないように処理しています。 


